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新潟県電気工事工業組合

『 狐の嫁入り行列 』
撮影場所・撮影日／阿賀町（旧津川町）　平成18年5月

【コメント】
　かつて、嫁入りは夜にかけて行われ、あたりは暗く、堤灯を下げて行
列しました。
　ここ、旧津川町の麒麟山には昔狐がいて、毎晩のように狐の声が聞こ
え、狐火が見られました。嫁入り行列の堤灯の明りと狐火が平行して見
え、「狐の嫁入り行列」が生まれたとも言われています。狐火の多く見
える年（狐の嫁入り行列の見えた年）は、豊作で縁起が良いとされてい
ました。
＊本誌内をご覧ください。

撮影者／新潟県電気工事工業組合
 新津支部　松原電気㈱　松原　徳和　氏
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　懇談会は、本山総務委員長より当工組を取り

巻く課題等について説明が行われた後、佐藤信

秋顧問より平成24年度補正予算・平成25年度

予算編成と公共工事設計労務単価調査方法の

改善、塚田一郎顧問より現政権での経済再生政

策、市川政広相談役より県の平成24年度補正予

算と平成25年度予算、高倉栄相談役より県の太

陽光発電促進事業や入札等、それぞれ国政・県

政の現況等についてご報告いただきました。

　その後質疑応答に移り、太陽光発電の普及促

進と補助制度、県の入札の現状、並びに除雪対

策予算等について、議員協議会・県本部から顧

問・相談役に質問があり、活発な意見交換が行

われました。

　2月16日、ANAクラウンプラザホテル新潟において、本年度の「市町村議会議員協議会と三

役・総務委員会との懇談会」が開催されました。

　本懇談会は、総務委員会事業の政治活動の一環として、当工組組合員関係者の市町村議会

議員で構成する新潟県電気工事工業組合市町村議会議員協議会との連携を図るために開催さ

れるもので、当日は、当工組政治連盟顧問並びに相談役にご臨席を賜り、市町村議会議員協

議会より大岩会長はじめ２名、県本部より小林理事長はじめ三役・総務委員・事務局８名の

合計14名が出席して、懇談会は行われました。

小林理事長の挨拶 政治連盟顧問・相談役

大岩議会議員協議会会長から質問

　平成21年度　市町村議会議員協議会と三役・

� 総務委員会との懇談会を開催　　

　平成24年度　市町村議会議員協議会と三役・

� 総務委員会との懇談会を開催　　
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　経営企画推進委員会（新潟県中小企業団体中

央会共催）では、平成24年度事業の一環とし

て、平成25年2月15日（金）～16日（土）の２日

間に亘り、中小企業大学校三条校において平成

24年度「リーダー育成セミナー」を開催し、14

名の受講生が参加しました。�

　今年度で８回目となる本セミナーには、昨年

度に引き続き講師に㈱パートナーズプロジェク

ト代表取締役の髙野裕氏をお迎えし、初日は斎

藤経営企画推進委員長の開講挨拶、受講生自己

紹介ののち、前半は受講生を３チームに分け、

座学研修、チームリーダーの選出、チーム名

（「ガンバランス」「通電」「雷電五光」）と

チームを象徴するシンボルマークとモットーを

作成し発表を行いました。

��

　続いて、本セミナーのメインとなるDVD事例

研究に移り、各チームで与えられた事例の問題

点の把握・分析・整理・検討を行い、更には目

標達成と組織活性化のためのリーダーとしての

有るべき姿について議論を重ねました。そし

て、その夜の受講者交流会で受講者同士の交流

も大いに深まり、各チームとも翌日の発表に向

け、熱い議論は深夜まで及びました。

　２日目の午前中は引き続き各チームでDVD事

例研究の発表準備、午後からは、いよいよ発表・

審査に移り、３チームによる研究結果のプレゼ

ンテーションが行われました。

　各チームの発表は、髙野講師、斎藤委員長、

関川副委員長、昨年度のチームリーダー３名等

計７名の審査員による厳正な審査が行われ、今

年度の栄えある優勝にはチーム「通電（チーム

リーダー：魚沼支部　㈱コイデン　横山潤弥�

氏）」が輝き、髙野講師より各チームに賞品が

授与されました。�

　最後に斎藤委員長より修了証書交付、関川副

委員長より閉講挨拶が行われ、２日間に亘るセ

ミナーは終了しました。受講生の皆様、２日間

大変お疲れ様でした。

　なお、本セミナーは今回で８回目、総受講者

数も123名を数え、業界の次代を担うリーダー・

後継者育成という所期の目的を達成したことか

ら、今回がラスト開催となりました。経営企画

推進委員会では、更なるステップアップのため

の新規セミナーも企画中ですので、平成25年度

も是非ご期待ください。

平成24年度「リーダー育成セミナー」を開催
～今回でラスト開催！有終の美を飾る！～

発表に向けて各チームで熱い議論を展開 髙野講師（左）と優勝したチーム「通電」

プレゼン発表・審査
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第１回（平成17年11月26日～27日）受講者数11名 第２回（平成19年２月９日～10日）受講者数14名

第３回（平成20年２月15日～16日）受講者数14名 第４回（平成21年２月13日～14日）受講者数14名

第５回（平成22年2月12日～13日）受講者数24名 第６回（平成23年１月28日～29日）受講者数17名

第７回（平成24年2月9日～10日）受講者数15名 第８回（平成25年２月15日～16日）受講者数14名

リーダー育成セミナー総受講者数 1 2 3 名
電気工事業界の次代を担う若きリーダー達！
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　「津川城山白きつね、子供が泣くから化けて

みな」

阿賀町津川のシンボル「麒麟山」にまつわる狐

の伝説をもとに、作詞家、野口雨情が創作した

詩です。

この詩の舞台となった霊峰「麒麟山」には、昔

多くの狐が生息し、その中腹に位置した「津川

城」は狐も登れないほどの要害に建っていたと

ころから、別名「狐戻し城」とも言われていま

した。

この「麒麟山」ですが、その昔狐火が見られた

と言い伝えられています。

この現象は、いつしか「狐の嫁入り行列」と呼

ばれるようになりました。というのも、昔の嫁

入りは夜にかけて行われ、提灯行列の明かりと

ともに花嫁が嫁ぎ先へと向かっていったのです

が、その提灯行列の明かりが狐火と同一視さ

れ、そこから「狐の嫁入り行列」という民間伝

承が生まれました。

　この民間伝承をベースに地域イベント化した

ものが、毎年５月３日に開催しています「つが

わ狐の嫁入り行列」です。

｢つがわ狐の嫁入り行列｣は、江戸時代の嫁入り

風俗をそのままに再現し、西の空に太陽が沈む

頃、町中の明かりを消し、松明（たいまつ）や

提灯で幻想的な雰囲気をつくり出し、狐に化身

した花嫁を中心に108匹（人）のお供を引き連

れ、町内の住吉神社から披露宴会場となる麒麟

山公園までを行列します。

　行列には、地域の保育園児から高校生までの

子ども達が参加するほか、スタッフも地域のボ

ランティアという手作りのお祭りです。また、

花嫁花婿については、実際に結婚される方を対

象に募集をし、コンテストで優勝された方が務

めます。

当日の一連の情景はまさに幻想の世界であり、

水上ステージを囲むかがり火は、川面にその妖

しい光を落とし、観る人に底知れぬ感動を与え

てくれます。まるで狐に化かされているよう

な、そんな気持ちになるお祭りです。

　この他にも阿賀町には数多くの魅力がありま

す。その魅力を案内する「阿賀町観光ガイド」

が４月から活動を開始しますので、是非、阿賀

町に来ていただき、楽しんでください。

新 津 支 部

｢狐の嫁入り行列｣

狐のお嫁さん
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　三条市のほぼ中央、本町に歴史民俗産業資料

館があります。この資料館は三条市で初めて国

登録有形文化財に登録されました。

　この建物は昭和10年に武徳殿として建てられ

ました。その後、公民館や青少年育成センター

として使用されたのち、歴史民俗資料館として

現在に至っております。

　そもそも武徳殿とは何かといいますと、平安

時代に大内裏にあった殿舎の一つで、宮中で競

馬などを観覧する際に用いられたものだそうです。

　三条市の武徳殿は、木造平屋建で旧武道場を

中心に西北に旧弓道場、東南に旧貴賓室が設け

られています。旧武道場は、千鳥破風（ちどり

はふ）付の入母屋造桟瓦葺（いりもやづくりさ

んがわらぶき）で、周囲に下屋庇（げやひさ

し）をまわし、正面に唐破風造（からはふづく

り）の玄関、北面に裏玄関があります。

　また、細部には斗組（ときょう）、蟇股（か

えるまた）などを用いた、全体的に寺院風の洗

練された意匠を基調とします。一方で、旧貴賓

室は寄木造の床で、椅子式の部屋として整え、

玄関の柱三本を一組としたペアカラム方式にす

るなど、洋風要素も特徴の一つです。

　産業資料館の中に入ると、古い建物特有の謹

厳な雰囲気が漂っています。　右手側には事務

室がありますが、入館料も無料なため記帳する

くらいで自由に入れます。旧柔道場が産業展示

室、旧剣道場が企画展示室となっています。

　産業展示室には三条の金物産業の歴史の展示

や、三条の大凧の展示があります。他の常設展

示としては、三条市内で発掘された縄文土器や

古墳についての展示などがあります。

　また、年に数回、常設展とは違う視点から、

三条の歴史や文化を紹介する企画展が開催され

ます。今までには、ちょっと昔の三条を紹介す

る「三条の記憶」で昭和40年代までの三条を振

り返る企画展や、瞽女さんを偲ぶ―小林ハルと

越後瞽女―（三条市の名誉市民）で遍歴の芸能

者である瞽女さんを偲ぶ企画展など、三条市民

も知っているようで知らない奥深い企画展を開

催しています。

　皆さんも三条にお立ち寄りの際はのぞいてみ

てください。旧武道場の清廉な空気に浸ってみ

るのも悪くないと思います。

三 条 支 部

「三条市のいいところ―歴史民俗産業資料館―」

歴史民俗産業資料館
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県 青 年 部

　新潟県電気工事工業組合青年部と新潟県中小

企業団体中央会共催による平成24年度「青年部

経営セミナー＆製販工懇談会」が２月５日

（火）13：00より県本部電気工事会館にて開催さ

れ、当工組（親組合、青年部、事務局）から32

名、新潟県電設資材卸業協同組合８名、電気機

器メーカー３社６名の計46名が出席しました。

　第一部の経営セミナーでは品田会長挨拶、高

橋経営・技術委員長より開催趣旨説明・講師紹

介ののち、「勝つべくして勝つために～電気工

事業界の枠組みを破る新たなビジネスの流れ

～」をテーマに、㈱船井総合研究所　チーフコ

ンサルタント　入江貴司様をお迎えし、具体例

を用いながら、解りやすくご講演をいただきま

した。

　第二部の製販工懇談会では、「今ここで見つ

けよう、明日から始めよう。製・販・工だから

こそ出来ること、自分で出来ること」をテーマ

にグループＡ・Ｂ・Ｃに分かれてディスカッショ

ンが行われました。　各グループでのディス

カッション終了ののち、各座長よりそれぞれ発

表が行われました。

　発表において各グループ共通で、製販工での

情報共有を行うことについて要望が出されまし

た。そのために組合イントラネットを活用する

ことなども提案されました。

　最後に入江講師、当工組吉田副理事長より講

評をいただき、盛会ののち「青年部経営セミ

ナー＆製販工懇談会」は終了しました。

「青年部経営セミナー ＆製販工懇談会を開催！
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　１月25日（金）に青年部事業である、研修会

事業を親会の皆様にも参加いただいて開催いた

しました。研修内容はパナソニック㈱エコソ

リューションズ社のLED関連新商品とHEMSに

関して、次にビノン㈱によるリフォームビジネ

スの効率化に関して、最後に東北電力㈱による

電力関連業界の課題等についてです。

　まずパナソニック㈱ソリューションズ社の

LED関連新商品についてですが、今回の物は

LEDベースライト（iDシリーズ）の逆富士タイ

プ、埋込タイプの紹介でした。5200ｌｍタイプ

（Hf32形２灯）4000ｌｍタイプ（FLR40形２

灯）、2500ｌｍタイプ（Hf32形１灯）、2000ｌｍ

タイプ（FLR40形１灯）の４タイプが有り価格

的にも従来の物より、客先にリニューアルの提

案がしやすくなったと思います。このiDシリー

ズの特徴としては、器具のベース部分はそのま

まで、ライトバーと呼ばれる光源部を交換する

だけで2000ｌｍ～5200ｌｍへ簡単に変更でき、

リフォーム時の明るさ調整や故障時の対応が容

易になります。研修参加者からも質問として

あったのが、逆富士、埋込型があるのに、なぜ

トラフ型笠付型がないのか？というもので、

メーカーいわく現在、技術的問題を解決中との

ことなので近いうちに発売される事を期待して

います。

　次にビノン㈱のリフォームビジネスの効率化

に関してですが、客先にて即座に提案、見積も

り等を行う、PC及びタブレット端末用ソフトの

紹介でした。基本的なソフトは有るみたいです

が、細かく仕様、使用材、価格等は各社別での

入力になるので、多少導入には時間がかかるみ

たいです。

　最後に東北電力㈱による、東北電力管内の現

状と業界の課題等についてです。原発再稼働に

向けての安全強化の取り組み燃料費のコストＵ

Ｐによる電気料金値上げ申請に対する理解と協

力をお願いされました。

　以上、平成24年度�新発田支部青年部会の研修

会の内容です。約２時間30分でしたが、有意義

な研修だった思います。来年度以降も先進技術

や経営環境等の研修を開催していこうと考えて

います。

新発田支部青年部

青年部主催の研修会実施！
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ボランティア活動

　三条支部青年部では年間事業のひとつとして

ボランティアを行っています。

　ボランティアの内容は三条・加茂地区の独居

老人の御宅を訪問してランプの清掃・分電盤及

び漏電ブレーカ検査点検・ちょっとした電気に

関する不良箇所の修理など行っています。

　旧三条・旧栄・旧下田・加茂・田上の５地区

を年ごとに周っております。

　このボランティアは今年で７年目の７回目と

なり今年度は旧下田地区を周ってきました。

　できるだけ多くの御宅を訪問させて頂きたい

のですが参加人数にも限界があり、多くの御宅

は周れませんので大体15～20軒位を目安に市役

所を通して募集をかけ、今年度は15軒の希望宅

を訪問・作業させて頂きました。

　下田地区は一人暮らしのお年寄りといっても

ほとんどの方が一軒家に住んでいて部屋数も多

く、作業が多くとても大変でした。

　毎回、作業させて頂いた御宅では皆様にとて

も感謝して頂き、私達もやったかいがあるなと

感じます。

　三条支部青年部の会員数も年々減少傾向にあ

り、このボランティアも後何年できるかはわか

りませんが、来年度もぜひがんばって活動させ

て頂きたいと思います。

研修旅行

　三条支部青年部では毎年見学・研修及び会員

間の親睦を深める事を目的とした旅行を行って

います。

　今年は青年部が創立30周年と言う事もあり海

外旅行も考えましたが、昨今諸外国の情勢・治

安も悪いようなので、石川県の加賀及び福井県

の方に旅行する事になりました。

　研修といたしましては石川県庁の近くにある

石川エコハウスを見学しました。

　ここは太陽光発電及び自然エネルギーを利用

したオール電化のエコハウス（自立循環型住

宅）で13種類の要素技術を設定設計された住宅

です。照明機器や冷暖房設備はもちろんの事、

三条支部青年部
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自然エネルギーである太陽光・日射・自然風・地

熱などを巧みに利用、計算された住宅でした。

　建築費用を聞いてびっくりしましたが、実際

にはこれほど費用をかけなくてももっと巧くや

れば費用の方も抑えられるのではないかと思い

ました。

　また実際に我社の導入実績はなく、エネル

ギーの見える化は本当に必要なのかと感じてい

たのですが、設置してあるのを見て改めて必要

なんだなと感じました。

　頭ではわかっていても実際に住宅の使用エネ

ルギーが金額として見える事によって、省エネ

への取り組みがなされうるんだなとマジマジと

考えさせられました。

　あと、太陽光発電が８kwもあるのに近くに

工場があるため売電発電量の制限がされている

というのは残念でした。

　地熱を利用した給気システムは冬と言う事も

あり、確かに外気温よりかは多少冷たくないの

かなと言う程度で、もう少し地中深くに配管を

した方がいいのかなと感じました。

　地熱利用に関しては多くのメーカーが取組ん

でいますが、どれがいいのかはもう少し見学に

行き、自分の目と体で調査することが必要かと

思います。ちょっと贅沢な機能も多くありまし

たが、あれば便利だなと言うのも多く見学でき

ました。

　夜はホテルにて会員達と美味しい料理と御酒

を楽しませてもらいました。

　翌日は、福井県の永平寺・東尋坊を見学し、

とても良い旅行となりました。

　ぜひ来年も参加して見聞を広めたいと思いま

す。
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　新津支部青年部は、平成24年度は様々な行事

を行いました。

　11月17日（土）に、東北電力㈱新津営業所・

㈱ユアテック五泉営業所と新津支部青年部との

交流の一環として、ソフトバレーボール大会を

行いました。試合ではお互いをカバーしあった

り、時には珍プレーもあったりと大変盛り上が

りました。初めての開催でしたが、とても大切

な時間が過ごせたと感じました。

　１月19日（土）には「提案型営業セミナー」

を開催しました。講師に一般社団法人　日本増

改築産業協会ジェルコ　関東甲信越ブロック会

　事務局長　中村　洋氏をむかえ、提案型営業

についての考え方や理解などこれからの活動に

ついて幅広い意見交換ができました。とても身

近で重要なところで、しきりにメモを取ったり

質問したりと参加者は真剣に取り組んでいまし

た。

　そして、２月16・17日（土・日）に研修・新

年会旅行を開催しました。オーデリック東京

ショールームではたくさんの照明器具を前に少

年のように興奮していました。そのときの皆さ

んの目はLEDよりも光り輝いていましたね！そ

して、新旧電波塔も見学しました。強風ですご

く揺れた東京タワー。やっぱり高かったスカイ

ツリー！！そして、日本一高いところから望ん

だ日本一高い山は最高でした！！！

　平成25年度も様々な分野で皆様のご活躍を期

待しています。

新津支部青年部

交流会・セミナー・研修兼新年会を実施！
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労働者災害補償保険（労災保険）の年度更新労働者災害補償保険（労災保険）の年度更新

◆労働者災害総合保険（第二労災）

◇傷害総合保険（休業補償プラン）
◇新・団体医療保険（疾病補償プラン）

◆労働者災害総合保険（第二労災）

◇傷害総合保険（休業補償プラン）
◇新・団体医療保険（疾病補償プラン）

  （保険期間：平成 25 年 5 月 31 日～平成 26 年 5 月 31 日）  （保険期間：平成 25 年 5 月 31 日～平成 26 年 5 月 31 日）

政府労災の上乗せ保険であります第二労災が更新となりますので、ご継続いた

だく組合員様は「直近の完成工事高」をご記入の上、ご案内期日までに本部へ

申込書をご提出下さいますようお願いいたします。

平成 25 年度

労働保険の年度更新を行う時期になりました。

新潟県電気工事工業組合の労働保険事務組合に委託されている組合員様は、

手続き書類を期日まで所属支部へご提出下さいます様お願いいたします。
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開　催　日 会　　　　場

平成25年５月12日（日） 燕三条地場産センターメッセピア　5階　総合研修室

� ５月14日（火） 新潟ユニゾンプラザ� 4階　大研修室

� ８月８日（木） 　　　　〃　　　　　　　　　　　　　〃

� ８月22日（木） 　　　　〃　　　　　　　　　　　　　〃

平成25年度　第一種電気工事士定期講習会開催

開　催　日 会　　　　場

平成25年10月３日（木） 燕三条地場産センターメッセピア　5階　総合研修室

　　　　10月24日（木） 新潟ユニゾンプラザ� 4階　大研修室

　　　　11月６日（水） 　　　　〃　　　　　　　　　　　　　〃

　　　　11月26日（火） 　　　　〃　　　　　　　　　　　　　〃

平成26年１月22日（水） 燕三条地場産センターメッセピア　5階　総合研修室

　　　　１月28日（火） 新潟ユニゾンプラザ� 4階　大研修室

　　　　３月３日（月） 　　　　〃　　　　　　　　　　　　　〃

■(財)燕三条地場産業振興センター　メッセピア� 三条市須頃１－17　TEL� 0256－32－2311

■新潟ユニゾンプラザ� 新潟市中央区上所２－２－２　TEL� 025－281－5511

平成25年度　第一種電気工事士定期講習会開催（予定）

新潟県電気工事工業組合担当による
第一種電気工事士定期講習の開催について

　新潟県電気工事工業組合担当による第一種電気工事士定期講習を下記により開催します。

新潟県電気工事工業組合が所属する『(一財)電気技術者試験センター』にご登録していただいている方に

つきましては、受講時期に合わせてご自宅へ「講習申込書」と「会場一覧表」が郵送されます。ご登録い

ただいていない方にはご案内がいきませんので必要な方は当団体に登録をお願いいたします。

　【問い合わせ先】

　　新潟県電気工事工業組合　〒951－8068　新潟市中央区上大川前通６－1203　TEL� 025－229－4101

講習会の注意事項

●　講習会は９：45～16：45（受付９：00～）　
【いかなる理由があっても10分を超えての遅刻は認められません】

交通事情などで遅れる場合は別の日に振替えますので、10分を超えそうな場合は、
会場に向かわずにご連絡下さいますようお願いいたします。
同様に１科目でも10分を超えての遅刻または途中退席（早退含む）した場合、いか

なる理由があってもその日の受講（全科目）は認められません。
　※科目別受講は認められません。

●　当日、受講票・写真票（写真を貼ったもの）・免状を忘れた方は受講できません。
持ち物の確認をお願いいたします。特に写真の貼り忘れにはご注意下さい。

●　講習会場でのお弁当販売はありません。
各自昼食を用意してお越し下さい。　
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組 合 員 の 異 動

平成25年１月～平成25年３月理事会承認分

日　�付 支　部

H25.1.31 脱　　退 新　　潟 白川電気㈱

H25.3.19 譲　　渡 新�発�田 中村電気商会→㈲菅原電気工事

H25.3.31 脱　　退 新�発�田 ㈲巴電機商会

H25.3.31 脱　　退 上　　越 広和電業㈱

組 合 員 の 変 更

平成25年１月～平成25年３月組合提出分

支�部 事　�務　�所 変更箇所 変　�更　�前 変　�更　�後

新発田 東海電機㈱新潟営業所 代�表�者 加 地 � 基 春 津 野 � 勇 治

〃 ㈱ 北 聖 代�表�者 渡 邉 � 育 博 渡 邉 � 賢 一

長　岡 ㈱ 良 電 社 代�表�者 坂 内 � 良 雄 坂 内 � 　 隆

上　越 ㈲ 山 口 電 気 商 会 代�表�者 山 口 � 三 郎 山 口 � 一 彦

小林　功
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編集発行：新潟県電気工事工業組合

　　　　　〒 951-8068

　　　　　新潟市中央区上大川前通６番町1203番地

　　　　　＜管理部門＞　TEL　025（229）4101

　　　　　＜資材部門＞　TEL　025（229）1586

印　　刷：株式会社　大創
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確実な技術力 信頼とサービス

お客様に安全と安心をお届けします

新潟県電気工事工業組合


